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役員・管理
者研修の充
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資料調査部
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と機能強化

学校保健の
推進

登録理学療
法士取得の
推進（およ
び補充プロ

地域リハ・
予防関連の
研修

認定・専門
理学療法士
取得の促進

将来の臨床
実習指導者
講習会あり
方の検討

議事録の充
実

事務職員雇
用実施

規程集の編
集

会　長 間瀬　教史
副会長 小森　昌彦 〇 〇 〇
副会長 木澤　清行 〇 〇 〇
副会長 小山　長 〇 〇
事務局長 山本　克己 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
理事 永嶋　道浩 〇 〇 〇 〇

理事 中川　ふみよ 〇 〇 〇
理事 正木　健一 〇 〇 〇 〇

理事 山口　良太 〇 〇 〇
常務理事 岩田健太郎 〇 〇 〇 〇
常務理事 成田　孝富 〇 〇 〇
理事 熊谷　陽造 〇 〇 〇
理事 井貫　博詞 〇 〇 〇 〇
理事 藤　信太郎 〇 〇 〇

常務理事 伊藤　弘 〇 〇 〇
理事 水田　潤史 〇 〇 〇 〇
理事 桑山　浩明 〇 〇 〇

理事 中谷　知生 〇 〇 〇 〇
理事 樋笠　重和 〇 〇 〇 〇
理事 有吉　智一 〇 〇 〇 〇
参与 久保田　健二 〇

参与 片岡　紳一郎 〇

学会運営審
議会

事務局機能の充実

女性活躍
の推進

資質の向上

財務審議
会

士会員の生活を守るための事業

支部運営審
議会

兵庫県ﾘﾊ３
士会合同地
域支援推進
協議会

2023年7月時点、黄色は主となる役員



兵庫県理学療法士会 目標

2023年度
1.士会員の生活を守るための事業

1）生活を守れる職能活動
（政治活動）県市町連携 補助金・雇用）
2）会員周知 ICT・DXの推進  
3）役員・管理者研修の充実  
4）学校保健の推進
5）理学療法啓発・社会貢献活動
6）資料調査部の名称変更と機能強化

2.資質の向上
1）登録理学療法士取得・補充プログラムの推進
2）認定・専門理学療法士取得の促進
3）将来の臨床実習指導者講習会あり方の検討
4）県学術大会プログラム・運営方法の検討 
5）地域リハ・予防関連の研修の充実  
6）感染対策知識、技術の普及と人材育成

3. 女性活躍の推進
4.事務局機能の充実

1）審議・報告事項の整理・
方法検討  

2）議事録の充実  
3）規定集の改正・再編 
4）制度見直し

5. 士会事業・予算の検討
6.支部活動



1）生活を守れる職能活動 （政治活動、県市町連携）

昨年度活動内容 

①「マルチモビディティ患者に対するリハビリ人材の養成」が兵庫県政の重点施策に採用

②国会議員、地方自治体議員との面会、政策セミナ-等への参加成果

③政治活動に関する啓蒙活動（管理者ネットワ-ク研修会、役員研修会など）

④政策研修会の開催（連盟との共催）

⑤管理者ネットワーク活動 支部別
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悪性新生物

心・大血管疾患

呼吸器疾患

脳血管疾患

老衰

腎不全

認知症

肝疾患

兵庫県における死因別に見た死亡者数の推移

厚生労働省HP 人口動態統計より作図
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai22/index.html
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認知症患者リハビリテ-ション料

障害児（者）リハビリテ-ション料

がん患者リハビリテ-ション料

心血管疾患リハビリテ-ション料

呼吸器リハビリテ-ション料

廃用症候群リハビリテ-ション料

運動器リハビリテ-ション料

脳血管疾患等リハビリテ-ション料

兵庫県における疾患別リハビリテ-ション料算定回数の推移
・脳血管疾患等・運動器リハ料算定回数は圧倒的に多く廃用症候群リハ料は増加傾向
・心血管疾患・呼吸器リハ料極端に少ない。

算定回数
厚生労働省HP 人口動態統計より作図
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai22/index.html
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兵庫県における心血管・呼吸器リハビリテ-ション料算定件数の推移
算
定
回
数

算
定
回
数

・心血管疾患・呼吸器リハ料はやや増加傾向ではあるが、回数が圧倒的に少ない。
・呼吸器疾患患者は外来でリハビリテ－ションがほとんど受けることができない。



兵庫県下回復期リハ病棟取得施設アンケート結果

心血管をリハ料算定施設

13/58施設

回復期リハ病棟で心血管
リハ料算定施設

3/58施設

一般社団法人 兵庫県理学療法士会調べ2022年
兵庫県下回復期リハ病棟をもつ64施設中58施設より回答

・兵庫県下で回復期リハ病棟があり心大血管リハ施設基準取得施設は13/58施設
・さらに、心血管疾患リハビリテーション料を算定しているのは3/58施設



脳卒中（主疾患）＋糖尿病＋腎不全
高血圧（主疾患）＋心疾患＋呼吸器疾患
変形性膝関節症（主疾患）＋心不全＋肺炎

急性期

回復期 維持期・生活期

循環器病対策推進基本計画（令和5年3月）にみる
心血管疾患におけるリハビリテ-ション等の取り組み

再入院・悪循環



「マルチモビディティ患者に対するリハビリ人材の養成」事業の概要

1.啓蒙

県下全域でマルチモビディティ患者への積
極的なリハビリテーションの重要性を啓発

2.人材養成

マルチモビディティ患者への積極的なリハビ
リテーションに取り組むリハビリ専門職の養成

＊本年度は回復期リハ病棟取得施設を中心に



集中的な研修受講

「マルチモビディティ患者に対するリハビリ人材の養成」事業 人材育成

指導的役割の理学療法士に研修受講

（5日間）

・呼吸器コ-ス（2日）

・循環器コ-ス（2日）

・代謝コ-ス（1日）



日時：9月17日18日 場所：甲南女子大学

1日目 1.呼吸リハビリテ-ションに必要な基礎知識

  2.呼吸器疾患の病態と治療

  3.呼吸リハビリテーションに必要な検査とその解釈

            4.回復期、生活期の呼吸リハビリテ-ションに必要な酸素療法と人工呼吸器

            5.急性期の呼吸リハビリテ-ション

            6.回復期から生活期の呼吸リハビリテ-ション

2日目   7.急性期～回復期における呼吸リハビリテ-ション導入のノウハウ

            8.回復期～生活期における呼吸リハビリテ-ション導入のノウハウ

            9.身体所見の取り方（触診・視診）

            10.身体所見の取り方（聴診）

            11.身体所見の取り方（打診）

予定されている研修内容 呼吸器コ-ス



日時：未定 場所：甲南女子大学

1日目 1.循環器リハビリテーション概論

  2.循環器疾患の病態

            3.循環器リハビリテーションに必要な検査とその解釈①
                       （胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ・CTの見方、心臓エコー、血液検査など）

            4.循環器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに必要な検査とその解釈②
                       （心肺運動負荷試験ととの解釈）

            5.循環器リハビリテーションの実際
                        （ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ、運動療法：有酸素運動、ﾚｼﾞｽﾀﾝｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、ADLﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）

2日目      6.急性期～回復期における心リハ導入のノウハウ

           7.回復期～生活期における心リハ導入のノウハウ

           8.症例提示①（急性期）

           9.症例提示②（回復期）

           10.症例提示③（生活期）

予定されている研修内容 循環器コ-ス



代謝コ-ス （日時、場所は調整中）

1.糖尿病について

2.糖尿病足病変について

3.慢性腎臓病について

4.慢性腎臓病の運動療法

予定されている研修内容 代謝コ-ス



リハビリテーションを考える議員連盟（会長＝鈴木俊一衆議院議
員、財務大臣）第6回総会（2023年5月8日） 参加国会議員77名

• 決議    ・理学療法士の給与水準の引き上げを促進

  ・急性期リハビリテーションにおける人員配置や訪問リハビ 

                   リテーションの提供体制を強化

 ・専門・認定療法士制度等の活用など

鈴木会長（財務大臣） 田中まさし参議院議員



骨太の方針2023に向けた担当大臣、政調会長への申し入れ

加藤厚生労働大臣

自民党政務調査会長
羽生田議員

小倉子ども政策大臣



盛山正仁衆議院議員関 芳弘衆議院議員 大串 正樹参議院議員

田中まさし参議院議員

兵庫県選出議員



2）会員周知 ICT・DXの推進

昨年度活動内容 

①HPTAメールのテキスト案内からビジュアル案内への変更

②Twitter・InstagramなどSNSの活用

③HPTAメール開封率・クリック分析

④デジタル業務支援部設置

⑤アーカイブ配信サイトの開設と運用

⑥SNS広報戦略とブラストメール分析の配信方法の検討

⑦LINEworks・Office365・zoom・canvaの導入

本年度目指すもの

①広報部の人員補充
②広報機能強化
③HPの充実（新しいHPが本年度開始）
④デジタル人材の育成
⑤ア－カイブサイト補完プロジェクト



1）登録理学療法士取得・補充プログラムの推進
2）認定・専門理学療法士取得の促進

➡研修事業のさらなる充実

3）臨床実習指導者講習会の充実
4）県学会・多領域学会へ
5）地域リハ・予防関連の研修の充実
6）感染対策委員会

2.資質の向上
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(1 0⽉1 5⽇〜16⽇)
⽔ ⾦

⾜関節の機能解剖から考える運動器疾患

に対する理学療法  /  1 9 : 0 0 -2 0 :3 0 (8 8 )
⽉ ⽊ ⽊ 16

17 ⽇ ⽕ ⾦ ⽇

脳卒中歩⾏再建のための理論と実際

1 3 :3 0 -1 6 :3 0 (7 7 )
⽔ ⼟

リハビリテーション栄養シンポジウム

9 : 0 0 -1 2 :0 0 (1 4 0 )
17 ⽉ ⽊ ⼟

第5回⽇本理学療法管理研究会学術⼤会

(1 2⽉1 8⽇)
⽕ ⾦

脊髄損傷不全⿇痺の評価と理学療法

1 9 :0 0 -2 0 : 3 0 (8 0 )
⾦ 17

18 ⽉ ⽔ ⼟ ⽉

海の⽇

⽊ ⽇ 18 ⽕

嚥下評価と理学療法⼠に求めること

1 9 :3 0 -2 1 : 3 0 (1 3 7 )
⾦ ⽇

コミュニケーションスキルアップ研修

1 0 : 0 0 -1 5 :0 0 (2 2 )
⽔ ⼟

第3回⽇本物理療法研究会学術⼤会

⼟ 18

19 ⽕ ⽊ ⽇

⾞椅⼦テニス⼤会参加に向けての勉強会

1 0 : 0 0 -1 1 : 3 0 (9 0 )
⽕ ⾦ ⽉

敬⽼の⽇

19 ⽔ ⼟

領域別研修&症例検討会(神経系理学

療法学)  /  9 : 0 0 -1 6 : 3 0 (7 7 )
⽉ ⽊ ⽇

第3回⽇本物理療法研究会学術⼤会

⽇ 19

20 ⽔ ⾦ ⽉ ⽔ ⼟ ⽕ 20 ⽊

野球⼤会で発⽣した症例検討

2 0 :0 0 -2 2 : 0 0 (9 0 )
⽇

介護予防推進リーダー研修

9 :3 0 -1 6 : 0 0 (6 )
⽕ ⾦ ⽉ ⽉ 20

21 ⽊ ⼟ ⽕ ⽊ ⽇

第3 3回兵庫県理学療法学術⼤会

［ 洲本市⽂化体育館］
⽔ 21 ⾦ ⽉

予防,産業,栄養・嚥下理学療法学術⼤会

(合同開催)(1 1⽉1 9⽇〜2 0⽇)
⽔ ⼟

シッティングバレー⼤会参加に向けての

勉強会  /  1 9 :0 0 -21 :0 0 (9 1 )
⽕ ⽕

春分の⽇

21

22 ⾦ ⽇

初⼼者のための呼吸ﾘﾊﾋ ﾞ ﾘﾃｰｼｮ ﾝの

理論と実際  /  9 :0 0 -1 2 : 0 0 (9 9 )
⽔ ⾦ ⽉ ⽊

柔道⼤会参加に向けての勉強会

1 9 :3 0 -2 1 : 3 0 (9 0 )
22 ⼟

内部障害のリスク管理

1 4 :0 0 -1 7 : 0 0 (3 7 )
⽕ ⽊ ⽇

福祉⽤具研修(歩⾏補助⽤具)

1 0 :0 0 -1 5 : 0 0 (1 4 9 )
⽔ ⽔ 22

23 ⼟ ⽉ ⽊ ⼟ ⽕ ⾦

第8回⽇本呼吸理学療法学会学術⼤会

23 ⽇

解剖学視点から考える運動器疾患に対する

理学療法  /  1 3 :3 0 -16 :3 0 (8 8 )
⽔

勤労感謝の⽇

⾦ ⽉ ⽊

天皇誕⽣⽇

⽊ 23

24 ⽇ ⽕ ⾦

教育制度,ｺ ﾐ ｭ ﾆｹｰｼｮ ﾝ ,ｺｰﾁﾝｸ ﾞ

1 9 : 3 0 -2 1 : 3 0 (1 5 9 )
⽇

腰痛予防理学療法最前線 / 9 : 3 0 -(1 5 5 )

⼼臓リハビリテーション(仮)  /  9 : 0 0 -(1 0 6 )
⽔ ⼟

第1 0回⽇本運動器理学療法学会学術⼤会

24 ⽉

第1回⽇本筋⾻格系徒⼿理学療法研究会

学術⼤会(1 0⽉2 2⽇〜23⽇)
⽊ ⼟ ⽕ ⾦ ⾦ 24

25 ⽉ ⽔ ⼟ ⽉ ⽊ ⽇

第1 0回⽇本運動器理学療法学会学術⼤会

25 ⽕ ⾦

第8回⽇本ウィメンズヘルス・メンズヘルス

理学療法研究会学術⼤会
⽇ ⽔ ⼟

シッティングバレー⼤会後症例検討

1 9 :0 0 -2 1 : 0 0 (9 1 )
⼟ 25

26 ⽕

理学療法に必要な感染対策の

基礎知識 /  19:00-20:30(28)
⽊ ⽇

投球障害 肩・肘の評価と対応

1 0 : 0 0 -1 2 : 0 0 (9 0 )
⽕ ⾦ ⽉ 26 ⽔

災害医療について

1 9 :0 0 -2 0 : 3 0 (3 0 )
⼟

第8回⽇本ウィメンズヘルス・メンズヘルス

理学療法研究会学術⼤会
⽉ ⽊ ⽇ ⽇ 26

27 ⽔ ⾦ ⽉ ⽔ ⼟

第2回感染対策エキスパート研修会

1 4 : 0 0 -1 6 :0 0 (2 7 )
⽕ 27 ⽊ ⽇

地域リハビリテーション -北播磨地域を中⼼に

検討しよう-  /  1 3 : 3 0 -1 6 : 3 0 (7 )
⽕ ⾦ ⽉ ⽉ 27

28 ⽊ ⼟ ⽕ ⽊ ⽇

地域ｹｱ会議推進ﾘｰﾀﾞ ｰ導⼊研修/9 :0 0 -

糖尿病運動療法患者指導の実践/1 3 :3 0
⽔ 28 ⾦ ⽉ ⽔ ⼟ ⽕ ⽕ 28

29 ⾦

昭和の⽇

⽇ ⽔ ⾦ ⽉ ⽊ 29 ⼟

第5回⽇本がん・リンパ浮腫理学療法

研究会学術⼤会(1 0⽉2 9⽇〜30⽇)
⽕ ⽊ ⽇ ⽔ 29

30 ⼟ ⽉ ⽊ ⼟ ⽕ ⾦ 30 ⽇

姿勢と動作の理解とその評価

1 0 :0 0 -1 2 : 0 0 (5 2 )

第5回⽇本がん・リンパ浮腫理学療法研究

⽔ ⾦ ⽉ ⽊ 30

31 ⽕ ⽇

障がい者ｽﾎﾟ ｰﾂ分野における理学療法

9 :0 0 -1 1 : 0 0 (9 1 )
⽔

脳卒中患者を対象とした歩⾏への介⼊

1 9 : 0 0 -2 0 :0 0 (6 4 )
31 ⽉ ⼟ ⽕ ⾦ 31

兵庫県理学療法⼠会員は基本的に受講費が無料となります(詳細は各案内をご確認ください)。　　 (　　)内の番号はカリキュラムコードです。登録理学療法⼠の更新時のポイント取得にご活⽤ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県理学療法⼠会ホームページはこちら　　▶　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　HPTAメールの登録はこちら　 ▶

研修会の⽇時やテーマ、講師、開催形式などが変更になる場合がございますので、必ず兵庫県理学療法⼠会ホームページやH PTAメールの内容をご確認ください。H PTAメールでは、研修会情報、⼠会活動などを配信します。

3⽉4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 1 0⽉ 1 1⽉ 1 2⽉ 1⽉ 2⽉

　兵庫県理学療法⼠会ホームページはこちら　　▶
 



1）審議・報告事項の整理・方法検討  
2）議事録の充実  
3）規程集の編集 
4）制度見直し 

➡新しい事務職員の雇用 

4.事務局機能の充実
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5. 士会事業・予算の検討

活動内容 

①士会事務所所属事務職員雇用、財務委員会を設置、就業規則と賃金規定の整備、総務部の決算内

容を細分化し、会員にわかりやすい決算書を作成すべき、などの提言を行った

②臨時財務委員会を実施し、来年度から開始予定の財務委員会の活動の方向性を検討した。

③学術大会予算について検討した。

①財務審議会の設置
②予算再配分の実施 予算再編
③５年間の各部予算の分析

本年度目指すもの





財務審議会資料





代議員 各位 

 

兵庫県理学療法士会 

会長  間瀬 教史 

 

 

代議員・理事懇話会開催のお知らせ 

 

兵庫県理学療法士会では、できるだけ多くの会員の意見が県士会活動に反映されるよう代議員制度を

採用しています。 

 しかし、現状では研修の参加、役員選挙の投票が主な役割となっており、「会員の意見を集約し理事

会に提言する」という役割が総会の質疑のみで、代議員制度が十分機能しているとはいえません。 

そこで、来年度以降、各支部の代議員と理事が意見交換し、会員の意見が士会活動に反映される仕組

みを作りたいと考えています。 

 今年度はその準備として標記懇話会を下記の通り開催し、県士会活動や代議員のあり方などについ

て、ざっくばらんに意見交換できる機会を設けたいと考えています。 

 大変ご多忙とは存じますが、会の趣旨にご理解いただき、ご協力いただきますようお願いいたしま

す。 

 

記 

 

１）日  時：第 1 回 令和 5 年 10 月 27 日(金) 19:30～21:00 

       第 2 回 令和 5 年 12 月 22 日(金)  19:30～21:00 

第 3 回 令和６年２月２日(金)   19:30～21:00 

２）開催回数：３回（３回すべて参加いただきますようお願いいたします） 

３）場  所：兵庫県理学療法士会 事務所 

       神戸市中央区北長狭通５丁目５番２２号４階 

４）参 加 者：参加を希望する代議員 10 名程度、理事代表 2 名（副会長：小森、木澤） 

５）参加募集：LINE WORKS の代議員グループで 10 名程度を募集する 

      11 名以上の応募があった場合、各支部 1 名を上限としますので、１支部から複数名の応 

募があった場合は、代議員内で調整の上 1 名を選出ください。 

６）懇話ﾃｰﾏ：数現在の県士会運営について感じていること、将来の県士会活動について、代議 

員制度について。 

※ この懇話会は、各支部の代議員と意見交換する「代議員議員連絡会（仮称）」設置の準備として位置 

付けております。 

※ 本会の主な目的は代議員の意見を整理し、理事会へ提言するプロセスを確立することにあります。 

そのため、参加者数を制限していることについてご理解いただきますようお願いいたします。 

 

未来のために、組織改革のために



最終的な目標

会員の処遇を改善する

理学療法の発展に寄与する

県民の健康長寿に寄与する
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